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大阪府
交渉
２０１２
③

11
月
度
生
涯

研
修
講
座 軟口蓋の傷は頭部損傷も

外傷患者への対応を解説

　

歯
科
臨
床
学
術
部
は
、
中

原
寛
和
氏
（
近
畿
大
学
医
学

部
付
属
病
院
歯
科
口
腔
外
科

准
教
授
）
を
講
師
に
生
涯
研

修
講
座
「
口
腔
顔
面
外
傷
患

者
へ
の
対
応
」
を
11
月
18

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。
88
人
が
参
加
し
た
。

　

歯
科
口
腔
保
健
法
が
成
立

し
て
１
年
以
上
が
経
過
し

た
。
全
国
の
自
治
体
で
は
、

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
口

腔
保
健
条
例
の
制
定
が
相
次

い
で
い
る
。
10
月
時
点
で
６

割
に
迫
る
28
県
が
制
定
し
て

お
り
、
15
府
県
が
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

全
国
で
大
半
の
道
府
県
が

口
腔
保
健
の
推
進
に
踏
み
出

す
な
か
、
大
阪
・
東
京
・
石

川
・
福
井
の
４
都
府
県
だ
け

が
条
例
制
定
に
向
け
た
議
論

さ
え
し
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

昨
年
の
交
渉
で
は
、
条
例

を
求
め
る
協
会
に
対
し
、
府

は
「
制
定
済
み
の
県
や
市
の

条
例
を
見
た
が
、
理
念
条
例

が
主
で
口
腔
保
健
法
と
大
差

が
な
い
。
条
例
を
制
定
す
る

よ
り
も
、
口
腔
保
健
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
応
じ
な
か
っ
た
。

　

同
法
で
は
、
地
方
公
共
団

体
の
責
務
と
し
て
、「
歯
科

口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る

施
策
に
関
し
、
国
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定

し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を

有
す
る
」と
規
定
し
て
い
る
。

　

協
会
は
、
条
例
で
き
ち
ん

と
定
め
る
こ
と
が
口
腔
保
健

推
進
の
第
一
歩
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
早
期
制
定
を
求

め
て
い
る
。
同
時
に
、
口
腔

保
健
法
に
基
づ
き
、
実
効
性

の
あ
る
口
腔
保
健
施
策
を
実

施
す
る
た
め
、
府
民
一
人
ひ

と
り
の
口
腔
内
の
健
康
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
を
訴
え
て

い
る
。

【
協
会
の
要
望
】

◇�

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
口
腔
保
健

法
）
に
基
づ
き
、
口
腔
保
健
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

◇�

口
腔
保
健
法
に
基
づ
き
、
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
の

た
め
の
方
針
、
目
標
、
計
画
、
そ
の
他
の
基
本
的
事

項
を
策
定
す
る
こ
と

◇�

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
の
た
め
の
方
針
、
目
標
、
計

画
、
基
本
事
項
の
策
定
に
あ
た
り
、
府
民
の
口
腔
内

の
健
康
状
況
の
把
握
に
努
め
、
適
切
で
効
果
的
な
口

腔
保
健
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

◇�

大
阪
府
に
お
け
る
歯
科
保
健
の
位
置
づ
け
を
高
め
、

歯
科
保
健
推
進
事
業
室
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と

　

外
傷
の
治
療
は
、
初
期
対

応
に
よ
り
予
後
は
大
き
く
左

右
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
的
確

な
診
断
と
し
て
近
年
の
治
療

方
針
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
た
治
療
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

治
療
指
針
と
し
て
「
外
傷

処
置
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
「
外
傷
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」「
歯
の
外
傷
治
療
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
あ
り
、
過

去
に
緊
急
治
療
で
死
亡
に
な

っ
た
症
例
、
外
傷
の
重
傷
度

と
し
て
頭
部
打
撲
は
Ｃ
Ｔ
撮

影
が
必
要
で
あ
る
事
な
ど
を

説
明
。
小
児
の
外
傷
で
口
蓋

部
で
骨
が
見
え
て
い
る
と
き

は
縫
合
の
み
で
、
軟
口
蓋
に

傷
が
あ
る
時
は
Ｃ
Ｔ
を
撮
影

し
頭
部
及
び
頭
蓋
底
部
へ
の

損
傷
を
み
る
と
し
た
。

　

脱
落
歯
の
保
存
に
は
テ
ィ

ー
ス
キ
ー
パ
ー
ネ
オ
、
牛

乳
、
生
理
食
塩
水
、
唾
液
が

あ
り
、
成
人
の
外
傷
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
骨
折
し
て
い
る

所
は
抑
え
る
と
痛
み
が
あ

り
、
腫
れ
て
い
る
所
に
は
内

出
血
、
介
達
骨
折
や
関
節
頭

の
骨
折
は
な
い
か
み
る
。
骨

折
の
治
療
は
吸
収
性
の
プ
レ

ー
ト
で
行
い
、
擦
過
傷
へ
は

湿
潤
療
法
で
対
応
す
る
。

　

歯
の
外
傷
に
は
歯
冠
破

折
、
歯
根
破
折
、
脱
臼
、
陥

入
、
挺
出
、
歯
槽
骨
骨
折
が

あ
り
各
々
の
定
義
、
診
断
、

治
療
目
的
、
治
療
、
経
過
観

察
、
予
後
を
話
し
た
。

　

次
に
診
断
に
苦
慮
す
る
口

腔
粘
膜
疾
患
に
つ
い
て
口
腔

癌
の
鑑
別
に
は
炎
症
、
白
板

症
、
扁
平
苔
癬
、
カ
ン
ジ
タ

症
が
あ
り
、
口
腔
領
域
の
悪

性
腫
瘍
の
好
発
部
位
、
粘
膜

疾
患
の
色
や
形
に
つ
い
て
述

べ
、
必
ず
触
診
し
て
硬
け
れ

ば
悪
性
腫
瘍
を
考
え
る
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
、
超
音
波

エ
コ
ー
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
つ
い
て

話
し
て
質
疑
応
答
を
行
い
講

演
を
終
了
し
た
。

①
府
政
全
般
に
つ
い
て

・
無
駄
な
大
型
開
発
の
推
進

を
止
め
、
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
施
策
の
充
実
で
府
民

の
生
活
を
守
る
こ
と

②�

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て

・
府
民
が
お
金
の
心
配
な

く
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
安
全
・
安
心
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
の
窓
口
負
担
を

当
面
、
月
５
０
０
円
と
し
、

段
階
的
に
無
く
す
こ
と

・
全
国
で
最
低
水
準
の
乳
幼

児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

年
齢
を
入
通
院
と
も
義
務
教

育
終
了
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

③�

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ

い
て

・
市
町
村
・
国
保
組
合
へ
の

補
助
金
を
増
額
し
、
高
す
ぎ

る
国
保
料
の
抑
制
に
努
め
る

こ
と

・
18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
に
通
常
証
を
発
行

す
る
こ
と

・
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
者
を
資
格
証
明
書
の
対

象
か
ら
除
外
す
る
よ
う
市
町

村
に
指
導
す
る
こ
と

④�
医
療
費
適
正
化
計
画
に
つ

い
て

・
口
腔
内
の
健
康
は
全
身
の

健
康
に
直
結
し
て
い
る
こ
と

か
ら
府
民
の
健
康
増
進
を
進

め
る
上
で
歯
科
口
腔
保
健
事

業
の
位
置
づ
け
を
抜
本
的
に

高
め
る
こ
と

⑤�

審
査
・
指
導
の
民
主
化
に

つ
い
て

・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

抜
本
的
に
充
実
さ
せ
、
常
勤

の
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

を
配
置
す
る
こ
と

⑦�

歯
科
医
療
の
供
給
体
制
に

つ
い
て

・
一
次
医
療
機
関
で
の
受
け

入
れ
困
難
な
患
者
に
対
応
す

る
た
め
、
府
立
系
５
病
院
は

公
的
な
基
幹
病
院
と
し
て
位

置
づ
け
、
歯
科
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
設
置
を
急
ぎ
、
医
療
圏
ご

と
の
整
備
計
画
を
整
え
る
こ

と・
大
阪
府
は
第
三
次
救
急
医

療
に
責
任
を
持
ち
、
補
助
金

の
廃
止
・
削
減
は
行
わ
ず
拡

大
す
る
こ
と

⑧�

全
て
の
歯
科
医
師
に
対
す

る
公
平
な
情
報
提
供
と
機

会
均
等
に
つ
い
て

・
歯
科
医
療
機
関
の
法
人
設

立
に
と
も
な
う
認
可
申
請
窓

口
を
大
阪
府
歯
科
医
師
会
の

み
と
せ
ず
、
府
の
担
当
課
や

保
険
医
協
会
で
も
行
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と

⑨�

府
の
税
制
・
融
資
制
度
枠

に
つ
い
て

・
開
業
資
金
融
資
制
度
の
無

担
保
無
保
証
人
分
の
限
度
額

を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と

⑩
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
に
口
腔
保
健
を

位
置
付
け
、
介
護
予
防
も
含

め
た
要
介
護
認
定
者
へ
の
歯

科
健
診
を
実
施
す
る
こ
と

・
多
く
の
自
治
体
で
保
険
料

の
引
き
上
げ
や
市
町
村
独
自

減
免
制
度
廃
止
に
つ
な
が
る

「
介
護
保
険
広
域
化
」
方
針

は
撤
回
す
る
こ
と

・
指
導
に
際
し
て
、
被
指
導

者
の
求
め
る
帯
同
者
を
認
め

る
こ
と

・
集
団
的
個
別
指
導
や
個
別

指
導
（
新
規
含
む
）
は
、
複

数
日
を
予
定
日
と
し
、
日
曜

日
等
の
休
日
に
も
実
施
す
る

こ
と

・
指
導
後
、
診
療
報
酬
の
自

主
返
還
を
求
め
な
い
こ
と

・
新
規
個
別
指
導
の
結
果
に

も
と
づ
く
「
再
指
導
」
を
実

施
し
な
い
こ
と

⑥
口
腔
保
健
事
業
に
つ
い
て

・
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
口
腔
保
健

法
）
に
基
づ
き
、
口
腔
保
健

条
例
を
制
定
す
る
こ
と

・
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
の

た
め
の
方
針
、
目
標
、
計

画
、
基
本
事
項
の
策
定
に
あ

た
り
、
府
民
の
口
腔
内
の
健

康
状
況
の
把
握
に
努
め
、
適

切
で
効
果
的
な
口
腔
保
健
事

業
を
実
施
す
る
こ
と

「外傷治療の予後は初期対応に大きく左右
される」と語る中原寛和氏（正面奥）　　
＝11月18日、Ｍ＆Ｄホール　 　　　　　

条
例
制
定
を
検
討
せ
ず

４
都
府
県
が「
予
定
な
し
」

歯
科
口
腔
保
健

口腔保健条例の制定状況
制定済み
新潟、北海道、長崎、静岡、島根、千
葉、岐阜、愛媛、佐賀、茨城、長野、
熊本、高知、栃木、宮城、神奈川、広
島、宮崎、兵庫、岡山、埼玉、香川、
和歌山、徳島、山口、三重、福島、秋
田（※制定順）
制定に向け検討中
青森、岩手、山形、群馬、山梨、愛
知、富山、滋賀、奈良、京都、鳥取、
福岡、大分、鹿児島、沖縄
制定の予定なし
東京、石川、福井、大阪
※10月時点。8020財団の資料と大阪府
交渉での府の回答を基に作成　　

２
０
１
２
大
阪
府
交
渉

福祉・医療施策を拡充し、歯科
医療提供体制整備と口腔保健事
業の充実を求める要望書（抜粋）
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